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1. はじめに 

 JAS カンファレンスの技術講演セッション「変わりつつあるテレビとハイレゾ配信」の 2 番目

の講演では、テレビジョン放送における新しい技術として、8K スーパーハイビジョンに関する

技術を紹介した。日本では昨年 8 月より、NHK をはじめとする放送局により 8K スーパーハイ

ビジョンの試験放送が開始された。その音声方式として、22.2 マルチチャンネル音響（以下、

22.2ch 音響）方式が採用され、音楽、自然、美術といった様々なジャンルの番組で、臨場感の高

い音響を聞くことができる。22.2ch 音響によって、音声サービスにおいても、聴取者を取り囲む

空間の音の解像度も向上したということができる。本稿では、その講演の概要を紹介する。 

 

2. 8K スーパーハイビジョンと 22.2 マルチチャンネル音響について  

 8K スーパーハイビジョンは、ハイビジョンの 16 倍となる 7680×4320 の画素数をもつ 8K 映

像と 22.2ch 音響からなる次世代の放送システムである。日本では、2016 年 8 月に試験放送が開

始され、2018 年には実用放送、東京オリンピック・パラリンピック開催年である 2020 年には

4K/8K 放送が普及することが想定されている。 

8K スーパーハイビジョンの映像は高解像度の他、広色域、ビット深度を 12bit まで拡張、120Hz

までの高フレームレート、高ダイナミックレンジ（HDR）といった特徴を持つ [1]。 

映像フォーマットは、ITU-R BT.2020[2]、ARIB STD-B56[3]に規定されている。試験放送の映

像符号化方式として ARIB STD-B32 [4]で HEVC(High Efficiency Video Coding)が規定されてい

る。 

22.2 マルチチャンネル音響は、24 個のチャンネルを上中下 3 層構造に配置した方式で、画面

上の自由な音像定位に加え、聴取位置を取り囲む全方向からの音再生が可能であり、高品質な三

次元音場による高い臨場感を提供できる音響システムである。この方式のチャンネル配置等は

ITU-R BS.2051[5]で規定されており、試験放送における音声符号化方式は ARIB STD-B32 第 2 部

第 6 章に規定されている[6]。試験放送における圧縮符号化技術は MPEG-4 AAC（Advanced Audio 

Coding）であり、圧縮音声品質の客観評価試験では、オーケストラ、スポーツ、ドラマ等の 4 種

の音源において、1.4 Mbit/s のビットレートで客観評価値（-4.0～0.0）が-1.0 を上回っているこ

とがわかっている[7]。 
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3. 講演を終えて 

 セッションの多くの参加者に聴講

いただき、8K スーパーハイビジョン

の映像や、22.2ch 音響の技術につい

て知っていただくよい機会となった

と思う。「新しい技術の背景について

知ることができてよかった」、「AAC

の音質について理解できた」といった

意見をいただいた。また、「22.2ch の

音だけのサービスはないのか？」とい

う質問もあった。22.2ch 音響だけの

サービスの計画は無いが、今後も音楽や舞台芸術の 8K 番組が 22.2ch 音響で多く制作され、高臨

場感音響の番組を楽しめる機会が増えることを期待したい。 

 

4. おわりに 

JAS カンファレンスのセッション「変わりつつあるテレビとハイレゾ配信」の中の放送に関す

る 8K スーパーハイビジョンに関する技術の講演について紹介した。今後も引き続き、8K スーパ

ーハイビジョンや 22.2ch 音響の実用化に向けた取り組みを行なっていくとともに、高臨場感放

送技術を国内外の多くの方々に知っていただくために、様々な機会をとらえて普及、展開活動を

進めていく。 
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